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(3) コンプライアンス統括部では、本社各部門や各支店における業務活動が法令および

定款その他会社の諸規則に適合しているかについて、実効性の高いモニタリングを

行うため、弁護士等の外部専門機関とも連携し、高い頻度で臨店検査を実施いたし

ます。 

 

(4) コンプライアンス統括部では、全社員に対して体系的なコンプライアンス研修を実

施するほか、全社ベースで内部管理体制強化に取り組んでまいります。 
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